
アーカイブ新聞 （2016 年 2 月 26 日 第 908 号） 

 

           国立天文台・天文情報センター・特別客員研究員 中桐正夫 

 

＊ 1977 年 6 月版の大型宇宙電波望遠鏡観測装置パンフレット 

アーカイブ新聞第 668 号（2013 年 4 月 9 日）に「山下芳子氏からの資料（野辺山宇宙

電波観測所、光電子午環建設のころ）」という記事を書いた。山下芳子氏から 2013 年 4

月 8 日に届いた封筒の中にあったもののリストが次である。 

1) 国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 2001 年 1 月版：1 冊 

2) 文部省国立天文台岡山天体物理観測所パンフレット 1988 年 10 月版：1 冊 

3) 東京大学東京天文台パンフレット 1983 年版：表紙がエッシェルスペクトル 

4) 建設中の野辺山宇宙電波観測所（45m 電波望遠鏡）写真：年次報告の口絵写真 

5) 東京大学東京天文台木曽観測所パンフレット（1974 年 10 月開所） 

6) 東京天文台 100 年記念郵便切手カバー：2 個 

7) 磯部琇三「光学天文観測における多量情報処理」：科学 Vol.47,No.5、1977．May（別

刷） 

8) 井上 允（名古屋大学理学部）「電波言カタログ（Ⅱ）」：天文月報別刷 p331 

9) 清水実、磯部琇三「世界の望遠鏡技術の現状と展望」天文月報別刷：第 75 巻第 3 号 

10) 東京大学東京天文台「大型宇宙電波望遠鏡観測装置」パンフレット昭和 52 年 6 月版： 

2 冊 

11) 東京大学東京天文台「自動光電子午環パンフレット」：昭和 55 年 5 月版 

12) NITSUKI REPORT「特集：ミリ波への挑戦」（東京大学投稿天文台 大型宇宙電波

望遠鏡観測装置） 

今回はこのリストの 10）東京大学東京天文台「大型宇宙電波望遠鏡観測装置」パンフレ

ット昭和 52 年 6 月版について記事にしたい。 

昭和 52 年というのは 1977 年である。この大型宇宙電波望遠鏡が完成し野辺山宇宙電波

観測所の開所式が行われたのは 1982 年 3 月 1 日であった。 

野辺山にはこの大型宇宙電波望遠鏡に先立ち、160MHz 太陽電波干渉計が完成し、1969

年 10 月には野辺山太陽電波観測所は開所式を行っている。また、1969 年 4 月には宇宙電

波部門が設置され、太陽電波部から宇宙電波部が分離発足している。そして三鷹で開発を

続けていた 6m ミリ波宇宙電波望遠鏡が完成している。1971 年にはこの 6m 宇宙電波望遠

鏡で、星間分子フォルムアルデヒドなどの検出に成功し、着々と実績を重ねていた。 

1976 年 1 月に大型宇宙電波望遠鏡建設を目指す電波望遠鏡準備室が発足している。この

パンフレットはこの電波望遠鏡準備室が作成したものであろう。建設費 100 億円と言われ

た 45m ミリ波電波望遠鏡という大きな計画であった。この計画を進めている時期の台長は



第 9 代台長大沢先生の時代であった。筆者の隣の大沢先生の部屋には田中春夫、赤羽賢司

などの諸先生がしばしば出入りしていたのを覚えている。 

このパンフレットの表紙には大型宇宙電波望遠鏡の完成予想図が書かれている(写真 1) 

   
                  写真 1 

  

                  写真 2 



 写真 2 が表紙と裏表紙である。裏表紙には当時の世界の主な宇宙電波望遠鏡と日本の

計画の対比の表が示されている（表 1）。 

  

                   表 1 

 日本の計画の鏡面精度 0.3 ㎜以下、口径 45m とずば抜けた性能が示されている。 

  

                  写真 3 



 

          図 1 

  
                 写真 4 

写真 3 には、見えない宇宙を探る電

波天文学の特徴などの解説、またこ

の大型宇宙電波望遠鏡の特徴、建設

年次計画などが載せられている。 

 写真 3 のページの図 1 は、電磁波

が地上に届く窓の説明であり、従来

の可視光を使った天文学の窓は狭

く、人間の目には可視光の世界しか

見えないが、宇宙からはあらゆる波

長の電磁波が地球に降り注いでお

り、電波領域での情報の多さが推察

できるのである。地球を取り巻く大

気の吸収により、地上に届かない電

磁波の領域では、大気球搭載観測機

器、ロケットによる大気圏外での観

測、また人工衛星による宇宙空間で

の観測と、人類は常に新しい目を求

めて観測装置の開発を進めている

のである。 



 

          表 2 

  
                  写真 5 

写真 4 には、大型宇宙電波望遠鏡

が世界で初めての、「大型・高精

度・高能率」の電波望遠鏡である

説明がなされており、短波長領域

において、集光力・像の分解能

力・データ取得能力などあらゆる

面で世界水準を抜き、特に電波ス

ペクトル観測には桁違いの性能

を発揮するとうたっている。 

 大型宇宙電波望遠鏡（45m 電波

望遠鏡）とともに建設される 5 素

子の 10m 電波干渉計があり、表 2

にそれら装置の諸元が紹介され

ている。この干渉計は東西・南北

600m の基線の長さを持ってい

る。また高速大容量の大型電子計

算機を主体とした中央制御処理

装置と中型計算機を主体とした

データ処理制御装置がある。 



 写真 5 のページには、この観測装置に期待される新しい宇宙像について解説がなされ

ている。 

 こういった大型観測装置の建設前の大風呂敷を広げたパンフレットも貴重なアーカ

イブの対象である。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 


